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はじめに 

 

ヒナコウモリ Vespertilio sinensis は哺乳綱（MAMMALIA）

コウモリ目（CHIROPTERA）ヒナコウモリ科（Vespertilionidae）

に属し（環境庁，1993），アジア東部に分布するコウモリで，

日本では北海道から九州にかけて記録されている（Fukui，

2009）．本来は樹洞がねぐらと考えられており（向山，2011），

出産哺育コロニーは，海蝕洞や岩の割れ目，樹洞で見つかっ

ているが，橋桁や建物の屋根など建造物の隙間も利用してい

ることが知られている（Wallin，1962；Takada，1979；Funakoshi 

& Uchida，1981；向山，1996；福井・百年の森ファンクラブ

コウモリ調査グループ，2001；木村ほか，2003；作山ほか，

2007；山田，2008；Fukui et al．，2010）． 

埼玉県内では今まで出産哺育コロニーの報告はないが（埼

玉県環境部みどり自然課，2008），近年，新幹線高架の隙間を

利用するヒナコウモリについて，岩手県（作山ほか，2007；

作山ほか，2008a），宮城県（作山ほか，2008b），新潟県（藤

塚・箕輪，2012），長野県（大沢未発表），岡山県（山田，2008）

など各地で報告され，埼玉県に隣接する群馬県藤岡市でも上

越新幹線高架の隙間を利用するヒナコウモリが多数観察され

た（重昆ほか，2012）． 

筆者らは埼玉県内の新幹線高架に生息するコウモリの周年 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査を始めたところ（大沢啓子ほか，2012），熊谷市で 1000

頭を越えるヒナコウモリの出産哺育コロニーを確認し，さら

に越冬も確認したので，周年の動態についての詳細な報告を

行う． 

 

調査地および方法 

 

調査は埼玉県熊谷市小島の上越新幹線高架下において 2011

年7月24日から2012年11月14日までの期間に行った．高

架には上り側と下り側にそれぞれ保守用の斜路があり，斜路

最上部の水平部分と高架との間の隙間を多数のヒナコウモリ

が利用していた（図1）．高架の隙間は，高さ約7mの高架下面

にあり，上り側・下り側共に長さ10.5m，幅約2.5cm，奥行き

（深さ）約50cmで，上部はふさがっているものの降雨後は雨

水が一部漏れ落ちる箇所もあった．隙間の下は，北側の舗装

道路から南側に隣接する農地への未舗装の通路となっている

が，車両・歩行者共に通行量は少なかった．北側は舗装道路

となっていて，交通量はやや多く，その北側は農地や駐車場

となっていた．標高は 40m で，周囲は市街地や農地，運動公

園となっており，荒川は約1.5km離れている（図2）．なお，

調査地周辺では，上越新幹線はほぼ東西に線路が走っていた

（図3，4）． 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1．調査地隙間を利用するヒナコウモリ． 
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個体数の計測は，主に写真撮影により行った． 

写真撮影による個体数の計測は，2011年11月14日から2012

年11月14日まで計66回，日中に行った．ねぐらとして利用

している隙間の真下からストロボを使用してデジタル一眼レ

フカメラ（オリンパス社製E-5，ニコン社製D700に，35mm換

算 100mm 程度のレンズを装着）で撮影し，パソコン画面上で

種と個体数を確認した．なお，写真撮影により確認できる大

きさに成長すると，幼獣と成獣を区別することが困難になる

ため，両者は区別せずに個体数を計測した． 

また，目視による出巣個体数の計測も行った．日没前から

帰巣する個体があらわれるまで，高架下南側と北側に各 1 人

を配置して，出巣後高架下から南北に飛び出す個体を数取り

器で計測した．調査は，2011年7月24日，2012年6月17日，

7月14日，30日に行った．写真及び目視計測における個体数

の扱いは上り側・下り側の合計数で示した． 

なお，調査地周辺の新幹線高架隙間は，ヒナコウモリの他

にアブラコウモリ Pipistrellus abramus 及びヤマコウモリ

Nyctalus aviator が利用している（大沢啓子ほか，2012）．写真

撮影による個体数計測においては，大きさ及び色彩によって

区別した．また，目視による個体数計測を実施した期間は，

他の 2 種がいないことを事前に写真を撮影することによって

確認した． 

さらに，隙間の下に落下した死体の収集を行い，哺育が終

了し幼獣が自力飛翔可能となったと考えられる2012年8月11

日と 25 日にカスミ網とハープトラップによる捕獲を行った．

拾得した死体及び捕獲した成獣及び当歳獣の前腕長が 47.3～

52.4mmであることから，前田（2005）により，これらのコウ

モリはヒナコウモリ V．sinensis であり，近縁のヒメヒナコウ

モリV．murinus ではないと同定されたことから，本報告にお

ける目視個体はヒナコウモリとして扱った．当歳獣と成獣は，

指骨の骨化が完了しているかどうかによって，吉行（1975）

に従って判断した． 

捕獲にあたっては，環境省および埼玉県から鳥獣捕獲許可

証の交付を得て実施した．（平成 24 年度環境省第 120413007

号，埼玉県自然第58-1号第58-2号第58-3号58-4号，） 

本報告における種の和名及び学名は，Sano et al．（2009）

に従った． 

 

結  果 

 

１ 個体数調査 

調査地における個体数計測の結果を図5及び表1に示す． 

写真撮影による計測では，11月中旬から3月中旬までは15

頭前後で推移し，最小個体数は，1月25日の0頭であった．3

月下旬から徐々に個体数が増加し，4月中旬から6月上旬には

個体数が大きく増加し，出産直前の6月下旬には600～700頭

になった（図5，表1）．7月には幼獣が増えることで個体数が

多くなったが，8月中旬からは個体数が急減し，9月5日には

個体数が0頭となった．そして，10月20日には再び隙間を利

図2． 調査地位置図． 

図3．調査地周辺． 

図4．調査地隙間． 
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用しはじめ，徐々に個体数が増加していった（図5，表1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年7月24日，目視による個体数の計測を行い1010頭

のヒナコウモリが出巣するのを確認した（図 5，表 1）．2012

年の目視による個体数の計測では，6月17日の1272頭が最大

であった（図5，表1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 幼獣の確認 

 2011年7月24日，目視による出巣個体数の計測後に隙間を

確認したところ，多数の幼獣を確認した（図6）．2012年につ

いては，6月17日の目視による出巣個体数の計測後に隙間を

確認したが，幼獣は見られなかった．6月24日以降幼獣が確

認され，6月30日には成長段階の異なる幼獣が撮影され体毛

が確認できる幼獣もいた（図7）． 

 

３ 捕獲調査等 

 死亡個体及び捕獲個体の計測結果を表1に示す． 

 2011年9月5日以降，調査地の隙間の下で，体毛の生え揃

っていない赤裸の幼獣の死亡個体を計5個体拾得した（表2）．

また，2012年8月には計8個体当歳獣を捕獲し，計測及び標

識（バンド）の装着を行った（図 8）．捕獲個体はすべて当歳

獣雌であった（表2）． 

 

考  察 

 

１ 出産哺育コロニーと集団越冬の確認 

 埼玉県レッドデータブック（埼玉県環境部みどり自然課，

2008）において，ヒナコウモリは絶滅危惧Ⅱ類に指定され，

県内では出産哺育コロニーは確認されていない．今回の調査

によって，県内において初めて出産哺育コロニーが確認され

た．九州の海蝕洞では約 1000から 1500頭の出産哺育コロニ

ーを形成するが（Funakoshi and Uchida，1981），ヒナコウモ

リ用の家屋には約 2000から 3800頭の出産哺育コロニーを形

成することが知られている（向山，1996）．調査地では 1000

頭規模の集団となった．これは適した空間が限られた場所で 

図5．熊谷市小島におけるヒナコウモリ個体数の推移．   

表1．熊谷市小島におけるヒナコウモリの個体数調査結果 
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の出産哺育の特徴と考えられる． 

 また，埼玉県におけるヒナコウモリの集団越冬場所はこれ

までに4ヵ所，すなわち，標高約450mと標高約800mの鍾乳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洞（鈴木，1978），及び，標高80mと150mの建造物の隙間（大

沢夕志ほか，2012）で確認されているが，今回の調査で新た

に，標高 40m の低地帯（標高～50m）で見つかったことから，

県内の広い範囲で建造物の隙間を越冬に利用している可能性

が考えられる． 

 

２ 個体数の季節変化 

 写真撮影による個体数の計測値については，特に 5 月下旬

から哺育が終了する 8 月中旬までは個体が密集し，垂直方向

に重なる個体が多くなるため，過小評価と考えられた．また，

目視による個体数計測についても，高架下を東西に移動する

個体が少数認められることから，若干の過小評価となってい

る可能性が高い． 

 調査地の隙間は，9月から10月の2ヶ月弱の期間を除き，

季節により増減はあるものの年間を通してヒナコウモリに利

用されていることがわかった（図5，表1）． 

図6．幼獣（2011年7月24日撮影）． 

図8．捕獲した雌当歳獣． 

図7．幼獣（2012年6月30日撮影）． 

表2．拾得個体及び捕獲個体の計測値 
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 出産哺育が終了すると 8月中旬から 9月中旬にかけて成獣

雌，幼獣雄，幼獣雌の順で分散するとされる（Funakoshi and 

Uchida，1981）．調査地では，7月30日に個体数が最大となっ

ている（写真撮影による個体数計測）ので，8月上旬には成獣

雌が分散をはじめたものと考えられる．8月11日及び25日の

捕獲調査時には，当歳獣の雌のみが捕獲されている（表 2）．

捕獲頭数が少なく，また，飛翔能力の問題から当歳獣が捕獲

されやすい可能性はあるが，8月中旬には成獣雌はほぼいなく

なったと考えられる．これは，8月11日の写真撮影では，夏

季の成獣雌の体色である明るい茶色の個体がほぼいなくなっ

たことからも推測できる（図9）． 

 幼獣雄の分散時期については，今回の調査からはわからな

かった．しかし，7 月 30 日には 1050 頭であった個体数が 8

月 18日には 382頭にまで減少していることと（図 5，表 1），

8月11日及び25日の捕獲個体がすべて雌であったことを考え

ると（表2），8月中旬に幼獣雄が分散していたと推測できる．

しかし，近隣の隙間との行き来もあると考えられるため，分

散の時期については，さらに詳細な調査が必要である． 

 また，個体識別をしていないため，10月から4月頃までの

越冬期に利用していた個体が，引き続き 5月頃から 8月まで

の出産哺育期にも調査地周辺の隙間を利用しているのかは不

明である．越冬期に利用していた個体は，出産哺育期には調

査地よりも寒い地方に移動し，調査地よりも暖かい地方で越

冬していた個体が出産哺育期に調査地にやって来ている可能

性もある．また，本種は成獣雌が初夏に集まって出産哺育の

ための大集団を作るとされているが（Funakoshi and Uchida，

1981），捕獲による影響を考えて今回は出産哺育期前の捕獲調

査をしていないため，調査地での雌雄の構成比も不明であり，

今後の調査で明らかにしていきたい． 

 

３ 出産時期 

 2012年は，6月24日から幼獣が確認されたことから（表１）， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月17日以降24日までの間に出産が始まったと考えられる． 

6月17日の目視による出巣個体数調査時に2頭の成獣が出巣

せずに隙間に残っていたのが確認されたが，これらの個体が，

出産直前もしくは直後だった可能性もある．6月30日に，既

に体毛の生えている個体が撮影されていることからも（図7），

6月17日から24日の間のかなり早い時期に出産が始まった可

能性が高い． 

 一方，7月 7日には，前腕長が 15.4mm（右前腕）の幼獣死

亡個体が取得されている（表2）．Funakoshi and Uchida（1981）

の幼獣の成長曲線によると，この個体は生後2，3日以内であ

る．このため，出産期間は，6月下旬から7月上旬の期間，少

なくとも2週間以上にわたっていると考えられる． 

 

 今後も調査を継続し，出産哺育期と越冬期が同一の個体群

なのかどうか，雄成獣がどの程度いるのかなどを含め，ヒナ

コウモリの基礎的な情報や埼玉県内のヒナコウモリ保護のた

めの基礎データを収集したい． 

 また，調査地を含め新幹線高架には広くヒナコウモリ，ヤ

マコウモリ，アブラコウモリの３種が生息しており，種間関

係も含めて継続して調査をしていきたい．  
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表2．拾得個体及び捕獲個体の計測値 

図9．2012年8月11日撮影の隙間内． 
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